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浸水対策施設の検討 

 

１．市民会館周辺の浸水状況について 

市民会館周辺における過去の水害とし

て，昭和５７年の台風第１８号では境川の

氾濫により大きな浸水被害が発生しました

が，その後の河川改修や遊水地整備が進ん

だことにより状況は改善しています。その

一方で，道路冠水など雨水を排水できない

ことにより発生する浸水（内水浸水）はいま

だに多く発生しています。 

近年の内水浸水としては，降雨量では平

成２６年の台風第１８号で記録した雨量７

７ｍｍ／時（御所見）と比較すると少ない雨

量ですが，それでも相当の浸水を記録するなど，内水浸水に対しても弱い地域です。 

表－１ 市民会館周辺における近年の浸水状況 

降雨事象 浸水深 
降雨量（藤沢土木） 河川水位 
時間最大 総雨量 大清水橋 境川橋 

H２６．１０．６ 
台風第１８号 

約７０ｃｍ ５０ｍｍ／時 
（８：００～９：００) 

２６３ｍｍ ５．６２ｍ 
氾濫危険水位２２ｃｍ超 

６．４２ｍ 
氾濫危険水位まで２３ｃｍ 

R１．１２．２ 
大雨警報 

約５０ｃｍ ４５ｍｍ／時 
（１３：１０～１４：１０) 

１０８ｍｍ ２．４０ｍ ４．０９ｍ 

 

２．総合的な内水浸水対策計画（雨水管理

総合計画）策定の目的と状況 

本市では，平成２３年に定めた「湘南

ふじさわ下水道ビジョン」の基本方針の

一つである『雨に強いまちづくりを進め

ます』に基づき，床上浸水被害の解消を

目標として貯留管などの整備を進めてき

ました。しかし，前述のとおりいまだに

多くの浸水被害が発生している状況であ

るため，市内一円の浸水被害の軽減に向

けて，「藤沢市雨水管理総合計画」の策定

を進めており，本年２月に表明した「藤

沢市気候非常事態宣言」の取組にも合致

した目的になっています。策定予定につ

いては，当初，令和２年度に完了する予

定でしたが，気候変動に伴う国からの提

言等を受け作業を延期しており，令和３

年度に国の動向を踏まえ策定が完了でき

写真－１ 
（令和元年１２月２日１４:２０撮影） 

図－１ 鵠沼東部ブロック 
（市民会館含む藤沢駅南口） 
（１位／１７５ブロック） 
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る予定です。 

現在までの取組状況としては，これまでの対策検討単位であった１０３排水区を

細分化した１７５ブロックごとに浸水シミュレーションなどにより定量的に浸水

リスクを評価し順位を定めました。その結果，市内で最も都市機能が集積する鵠沼

東部ブロック（市民会館を含む藤沢駅南口エリア）が浸水リスク１位であることが

判明しました。こういった順位の高いブロックから対策を進めていく必要があるこ

とから，雨水管理総合計画の策定に先行して鵠沼東部ブロックについて対策方法等

の概要を検討しました（図－１）。 

 

３．浸水対策施設の概要と規模 

浸水対策施設の概要は，雨水ポンプ場と貯留施設などで構成されており，このう

ち，雨水ポンプ場は敷地面積として４，０００平方メートル（将来の建て替え用地

を含め８，０００平方メートル）程度が必要と想定しています（図－２，図－３）。 

なお，具体的な施設規模を決めるのは河川管理者との放流協議後になる見込みで

す。 

 

 

 

図－２ 雨水ポンプ場模式図（平面） 
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４．事業用地の選定 

雨水ポンプ場や貯留施設の整備には相当な広さの用地確保が必要ですが，都市機

能が集積する本ブロックの周辺では新たな用地確保が困難な状況です。 

市民会館再整備が検討されている「生活・文化拠点」エリアについては，河川に

近いことと広さも十分であることから，浸水対策施設の早期整備を具体化するため

の最適地と考えられます。 

 

５．浸水対策施設の整備に向けたスケジュール 

今後のスケジュールについては次のとおり想定しています（表－２）。 

表－２ 今後のスケジュール 

事業名 R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９ R１０ R１１ R１２ R１３ 

下
水
道
事
業 

貯留施設 
基本 

検討 

基本 

設計 

詳細設計 

試掘工事 

設計 

精査 

工事施工 

（貯留管） 

工事施工 

（導水管） 供用

開始 
雨水ポンプ場 放流協議等 

詳細設計 

河川協議 

運転 

協議 
工事施工 

雨水管理 

総合計画 

策定

完了 
第一期計画実施 第二期計画実施 

藤沢市民会館等 

再整備事業 

基本 

構想 

基本 

計画 

設計及び新築工事 

（既存建物解体工事を含む） 
供用開始 

※下水道事業のスケジュールは，委託業務による検討や実施設計を経て作成した確定的なもの
ではなく，あくまで経験や実績を基に作成した流動的かつ不確定な工程です。 

 

以上 

図－３ 雨水ポンプ場模式図（断面） 
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